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  今週のニュースピックアップ

  


  津田大介が今気になっているニュースを毎週1つピックアップし、解説します。〔毎号配信〕


  


  ◆東日本大震災から1年　被災地はどう変わったか


  東日本大震災から1年が経ちましたね。今どんな思いですか。


  津田：いや、正直、振り返るとか何とかそういう感じのモードでもないんですよね。感傷的になってる暇もないというか。僕ですらまだ全然現在進行形の話なんだから被災地の人はどんだけだよって話ですよ。20km圏内の線量高い地域に自宅や実家がある人は多分、一生このことと向き合っていかなきゃいけないわけで。ずっと東北に行って取材していると、がれきが片付いたり、仮設住宅や商店街ができたり、去年の秋まではいろいろ動きがあったんですけど、そこから先の半年間、時間が止まっちゃってるイメージが強くて……。そういうこともあって、1年という区切りで切って忘れないようにしましょう的な報道にあんま乗れないというか。


  止まってるというのは復興が進んでないということですか。


  津田：ですね。がれきが片付いただけで、そこから先何が進んでるのか外からはなかなか見えない。現地の人に話を聞いても、とにかく物事が進む速度が遅くて、震災直後はまとまっていたコミュニティが、各自バラバラになってきている的な話をたくさんの場所で聞きました。


  東北には結局この1年でどのくらい訪れたんですか。


  津田：ちょっとGoogleカレンダー見てみますね……。僕が震災後初めて東北を訪れたのは2011年の4月11日です。気仙沼で震災から1カ月の特番をニコ生でやるので出演してもらいたいという依頼が来たので行きました。4月11日に車で新潟から気仙沼に入り、4月12日に陸前高田、石巻、女川。4月13日に七ヶ浜、荒浜、多賀城、山元町、相馬を訪れ取材して東京に戻りました。その週の土日4月16日に車でいわきを取材、17日に南相馬を取材しました。初めて被災地を訪れたときの衝撃は今でも忘れられません。flickrにそのときの記録写真をアップしている [*1] ので、もしよければこちらも見ていただければ。


  5月の3日に車で茨城の潮来市や北茨城を取材。5月14〜15日に車でいわきの豊間地区を初めて取材しました。このときにSHARE FUKUSHIMA [*2] をやるということを思いついたんです。5月21日の深夜から車で仙台に向かい、5月22日から23日にかけて『思想地図β vol.2』[*3] の取材をコンテクチュアズチームを一緒にしていました。このとき訪れたのは大船渡、陸前高田、気仙沼、南三陸町あたりですね。5月24日に宮城大学でゲスト授業があり、仙台市内の被害がひどかったところを取材しつつ授業終了後は海岸線を下り、南相馬まで南下。5月26日の朝帰ってきました。5月29日にSHARE FUKUSHIMAの打ち合わせで午前中に車でいわき豊間地区を再訪。午後郡山に移動してふんばろう東日本の福島支部立ち上げのミーティングに参加しました。


  6月はSHARE FUKUSHIMA前日の6月10日、出演者の渋谷慶一郎くんと七尾旅人くんから「一度被災地を見たうえで音楽をやりたい」要望があったので、仙台で待ち合わせて女川まで車を走らせ、その後いわきまで6時間くらいかけて戻ってきました。この行程が結構つらかったですね。6月11日はSHARE FUKUSHIMA。[*4] そして6月12日に久ノ浜や広野、楢葉、南相馬まで訪れ、帰京しました。6月15日に会津大学で講演があったので、14日から15日にかけて電車で会津若松を訪問。6月23日から24日まで栃木でのイベントのあと車で福島を通り、松島や荒浜などの海岸沿いを中心に見て回りました。この月はイベントをやったこともありますし、一番頻度も高く訪れて月でもあったのでいろいろ印象深いです。


  7月は行きたかったのですが、ベルリンに行ったり、事務所の引っ越しがあったりで結局一度も訪れることができませんでした。


  8月は15日に車でプロジェクトFUKUSHIMA! [*5] に行きました。最初は泊まる予定はなかったのですが、福島に宿泊して帰りました。その後、18日にNHKの元副会長今井義典さんをアテンドしつつ取材するという目的で車で仙台に集合。仙台を見つつ、山元町に行き、現地の人にお話を聞きました。19日、いろいろ見たいところを見て帰京。


  9月は3日に秋田県にイベント出演で行きました。その後5日に車でイベント出演のためいわきを訪問＆取材。


  10月は3日にJ-WAVEの企画で電車＆レンタカーでいわきや久ノ浜を取材。このときにカメラマンで入った安田菜津紀さん（@NatsukiYasuda）から「陸前高田でツイッターブームが来てる」という話を聞き、近いうちに陸前高田を訪れ、それをメルマガに掲載しようと決心しました。陸前高田に行く前に10月16日、田原総一朗さんと一緒に電車＆レンタカーで福島を訪れ、まず郡山で農業関連のシンポジウムを行い、そこからいわきに移動していわきの中学生5人と話をしました。その後23日に新潟から車で岩手の水沢温泉まで移動して、24日、陸前高田に行って取材して帰ってきました。[*6]


  11月は25日に電車で「いわきWBアワードGP」の表彰式出演で行きました。このときは商工会の人からいろいろ生々しいいわきの現状の話を聞けましたね。


  12月は16日に電車で仙台入り。仙台でメルマガ読者会。17日にMIAUの年末イベントをやり18日に帰京。25日に電車＆レンタカーで名取市の閖上地区で行われるキャンドル・ジュンさんのイベントを訪れ、日帰り。そして27日に電車＆レンタカーで石巻に行き、JAM THE WORLDの企画で年末特番。[*7] 28日に帰京しました。


  新年明けて1月は2月の取材旅行の準備などで忙しく行けませんでした。


  そして2月の9日から13日まで東北取材。このときは車でいわき〜山元町〜仙台〜石巻〜南三陸町〜気仙沼〜陸前高田〜古牧温泉〜六カ所村〜花巻〜平泉と行ってきました。


  3月は結構行きましたね。29日深夜から車で女川に向かい、1日に広域がれき処理の取材で女川と仙台に行き、日帰りしてきました。3日にJAM THE WORLDの企画で車でいわき市小名浜に行き、ショッピングモールとソープランドを取材。8日に車で福島県楢葉町に行き、20km圏内の除染モデル事業取材。10日夜から車でいわきに行き、震災から1年となる2012年3月11日は二本松市の道の駅ふくしま東和で田原総一朗さんとイベントをやってきました。ちなみに今月はまた4回目の福島取材があって、それも20km圏内の人の一時帰宅に付き添い取材をしてきます。改めて振り返ってみると、毎月行ってるかなと思ったら7月と1月は行かなかったんですね。回数でいうと大体25回前後。月に2回平均で行ってたという感じですね。


  この1年、取材は十分にできたと思いますか？


  津田：全然ですね。向こうに拠点を構えてやってる人と比べれば、僕なんてまったく取材できてないですよ。本当は1〜2週間くらいまとまった時間取れればもう少し突っ込んだ取材とかもできると思うんですけど、東京の出演仕事やラジオのレギュラーの仕事とかがあるので、それが厳しいですね……。だから5日間でしたけど、2月にまとまって東北に取材に行けて、得られるものが大きかったですね。僕の場合、1つの場所に腰を落ち着けてその地区の困っていることを深掘りするということはできない。その代わり、多くの地区をできるだけ高い頻度で訪れて継続的かつ俯瞰的に状況を見て、東京のメディアで伝えられていない現実を伝えたり、訪れた地区で困っている人と東京で支援したい人をつなげて少しでも現状改善していくそんな活動しかできないし、その頻度と質を高めていきたい。1年たった今だからこそ、改めてそう思いますね。


  この1年で津田さんの仕事や意識は変わりましたか？


  津田：めちゃくちゃ変わったと思います。まず、政治メディアを現実化させなきゃいけないと思って具体的にアクションを起こし始めましたしね。このメルマガも震災がなかったらやってなかったと思います。できるだけ原稿書きたくないですから僕は（笑）。でも、一番は肩書きとか何でもよくて、自分が今得意なことは何で、それによって今後の日本や東北地方に何ができるかを現実的に考えるようになったってことかもしれません。これまで一人でやっていた僕が、慣れない「チームワーク」をやろうとしているってのも、やりたいことを加速させるためですしね。東大の児玉龍彦さんがおっしゃる「得手に帆を上げる（得意な部分で貢献する）」という部分で、俺は情報発信しかないんだな、と改めて自覚しましたし、1年経ったこれからこそ本番だ、という意識が強いです。自分にとってあまり意味がないと思う仕事はこれからどんどん断っていこうと思ってますよ。


  これからの1年というと、やはり政治メディアの立ち上げになるんでしょうが、具体的なオープン時期とかは決まってるのでしょうか。


  津田：夏！……にリリースできればいいですね。正直に言うと、まだスタッフィングには苦労しており、かつ、それに専念できないくらいほかの仕事がたくさん入っちゃってるので、そこのところもきちんと調整しなきゃと思ってます。ただ、2012年中にオープンというのはマストだと思ってます。


  東北関連で何か政治メディア以外でやりたいことは。


  津田：SHARE FUKUSHIMAの第2回を南相馬でやりたいんですよね。あとは、南三陸町の千葉会長がお住まいになってる平成の森で5月くらいに東京から人連れてってイベントをやりたい。おつきあいのある人たちがいる陸前高田やいわきでも何かできればと思ってます。あとは政治メディアが無事ローンチできたら郡山に支局的なものを作りたいですね。いやーやることいっぱいあるわー。


  社員の労働時間も減りそうにないですね……。


  津田：そこで和民メソッドですよ！ [*8] というのは冗談として、政治メディア含めて自分がやりたいこと、実現したいことを早いところ明確化しなきゃな、と思ってます。それを実現するために集まる仲間でプロフェッショナルなチームワークをしたいな、と思っているので。一緒にやって面白そうな人にはガンガンこちらから声をかけていこうと思ってます。


  2013年3月11日には何をやっていると思いますか？


  津田：政治メディアがオープンしてたらそれを軌道に乗せるべく、いろいろ企画を立てて動いてると思います。特別な日付でもありますし、ネットならではの方法論で3.11を忘れないようにする、独自の見せ方の記事を作って公開したいな、とも思いますね。


  



  [*1] http://www.flickr.com/photos/xtcbz/


  [*2] http://www.asaho.net/share-fukushima/


  [*3] http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/4990524314/xtcbz-22


  [*4] http://www.ustream.tv/recorded/15303753


  [*5] http://www.pj-fukushima.jp/


  [*6] その取材の模様は本メルマガvol.12に掲載されている。


  [*7] 石巻取材の模様は本メルマガvol.22に掲載されている。


  [*8] 本メルマガvol.24の「ネオローグユニオン」参照のこと。


  メディア／イベントプレイバック《part.1》

  


  僕が出演した番組やトークイベントなどで、内容が面白かったものをテキストで読みやすく再編集してお届けします。原発・放射線の問題や政治全般、著作権、音楽の話までテーマは多岐にわたる予定です。〔毎号配信〕


  《part.1》のゲストは、佐久総合病院地域医療部・地域ケア科医長の色平哲郎さんです。


  


  ◆TPPで混合診療が解禁されると、なぜ日本の医療制度が崩壊するのか


  （1月24日 J-WAVE『JAM THE WORLD』「CUTTING EDGE」より）


  出演：色平哲郎（佐久総合病院地域医療部・地域ケア科医長）、津田大介


  企画構成：きたむらけんじ（『JAM THE WORLD』構成作家）


  



  津田：津田大介がお送りするJ-WAVE『JAM THE WORLD』、続いては「CUTTING EDGE」のコーナーです。日本がTPP交渉に参加するうえで、一つの大きな壁と言われているのが「混合診療の全面解禁」です。これが許されてしまうと、日本の国民皆保険制度が崩壊するのではないかという懸念の声が高まっています。そこで今回は、日本のTPP参加に反対の立場を取っている佐久総合病院の色平哲郎さんにお話を伺います。色平さん、よろしくお願いします。


  色平：こんばんは。色平です。よろしくお願いします。


  津田：まずは改めて「混合診療」とは何かを簡単に解説していただけますか？


  色平：「混合診療」とは、保険診療と自由診療を併用する診療のことです。健康保険の適用が認められている保険診療は公定価格があらかじめ決まっており、比較的安めに診断できます。かたや保険の利かない自由診療は医療側が価格設定を独自に決めることができ、患者がその全額を負担することになります。これら2つを組み合わせた混合診療は、原則として日本では禁止されています。しかし、一部の高度先進医療などに限ってのみ、解禁されているんです。そのあたりは厚生労働省の事務局が意見や要望を踏まえつつ、状況に応じて運用しているのが現状です。


  津田：仮にTPPで混合診療が全面解禁となった場合、なぜ国民皆保険制度が崩壊すると言われているんですか？


  色平：まずその前に、「国民皆保険制度」という仕組みがどれだけすばらしいものか、みなさんがきちんと理解しているかどうかですよ。日本ではこの制度によって、何らかの公的な医療保険に加入するよう義務付けられており、治療の際には医療給付が得られるわけですね。これが民間の医療保険に加入するのが当たり前なアメリカの場合、所得の低い人は保険に加入できません。当然、診療を受ける時は高い自己負担を強いられます。「これなら飛行機のチケット代を払ってでも、日本で診てもらったほうが安いや」となってもおかしくない。保険診療と自由診療では、自己負担額にそれほどの開きが出てくるんですよ。混合診療が解禁されれば、自分たちの利益を追い求め、自由診療のほうに力を入れる医者や病院が多くなりかねません。そうなれば、健康保険の適応範囲も狭まってくるおそれがあります。仮にそれが現実になったら、「富裕層だけ


  がよりよい医療サービスを受けられる」という医療格差が日本でも生じてしまうわけです。


  津田：今のお話を踏まえると、国民皆保険制度は国際的にも同意を得られるような制度である、ということですね。色平さんも、これを崩壊させたくないというお考えなんですか？


  色平：私は医者ですから、混合診療が全面解禁されれば当然、収入面ではホクホクに潤うわけですよ。一方で、一人の国民として捉えた場合、そう簡単に賛成するわけにはいかないと考えています。先ほど「TPP参加に反対の立場」とご紹介いただきましたが、そうではないんです。くれぐれも慎重に議論を進めるべきだと申し上げているのですよ。


  津田：なるほど「反対派」というよりは「慎重派」ということですね。


  色平：はい。TPPに参加すれば医薬品輸入の規制が緩和されるし、関税も廃止される。だから薬の値段も下がって消費者や患者の負担も軽減されるだろう


  そんなふうに言われていますが、薬の値段も医師の技術料も、長い目で見ればまず確実に値上がりするでしょうね。


  津田：なぜ医療の値段が値上がりするんですか？


  色平：たとえば、いい薬とそうでない薬があるとします。普通の患者さんには、それが見抜けませんよね。でも、医者にはそれができます。混合診療になることで、薬の値段まで医者の言い値でつけられるようになる。そうしたら、どうなると思います？ 医者が簡単に利益誘導できるようになってしまいますよね。


  津田：TPPへの参加によって、薬を選ぶ時、医者の裁量が大きくなる可能性がある……。


  色平：そうですね。患者さんに「よく効く薬がほしい」と頼まれたとします。そうしたら、「いいですよ。その代わり、この薬には保険が適用されません。高めだけれど自由診療で買いますか？」なんていう値段交渉が診察室で始まってしまう可能性だってあります。残念なことにすべてのお医者さんが聖人君子なわけではありません。値段を不当に高く設定する者も出てくるかもしれない。アメリカでは実際、そういうことがまかりとおっているんです。医療に関する日本の規制のほとんどすべては、患者さんや国民の立場を守るために存在していることだけは明らかです。その制限を取っ払い、全面解禁した先に何が起こりうるか。それはアメリカの医療の現状を見れば、おおよそ想像がつきますよね。


  津田：なぜアメリカは日本をTPPに参加させたがっているのでしょうか。


  色平：向こうの企業が高価な医療機器や新薬、医療保険などを日本に売り込む好機と捉えているからだと言われます。


  津田：先日1月22日、混合診療に関してはTPPの対象外とする方針をアメリカ側が日本政府へ非公式に伝えていたことが明らかになりました。[*1] この「非公式見解」についてはどう思われますか？


  色平：仮にみなさんがアメリカの保険会社だったとしましょう。日本人は将来的に、会社の保険を買ってくれるかもしれない大事なお客さまということになりますよね。彼らがこう思ったとしたら、どうでしょうか。「アメリカが推し進めているTPPによって、日本で混合診療が全面解禁されれば、いずれ国民皆保険制度が崩れるかもしれない」と。アメリカは現時点では日本の医療制度には手を出さないとしても、のちのちどうなるかなんて誰にもわかりません。こういう内情をできるだけ目立たないようにし、自分たちのイメージを損なわないようにしたい今回のアメリカ側の譲歩には、そんな目論見があると思いますよ。


  津田：アメリカの非公式見解に、疑いの目を向ける書き込みがツイッターなどでも見られますからね。これがリークされたのは意図的な計算か、もしくは別の分野との取引材料ではないのか、と。日本政府は近日中にも、TPP交渉参加に向けた事前協議が開始される見込みです。[*2] 色平さんは日本政府に今後、どういったことを求めていきたいですか？


  色平：まずは交渉の全容を全面公開してほしいですね。「何年間かは交渉内容を外部に漏らしてはいけないという取り決めが存在する」という噂までありますけど、可能であれば条文の一つひとつまで見せてほしいくらいです。TPPは、原則として輸入は自由とし、制限する品目のみ例外として列挙する「ネガティブリスト方式」を採用しています。このままだと、私たち国民にはTPPの加盟条件がまるでわからないまま、国会で批准されかねません。「あれもこれも自由化されます」と決まってしまったら、あとの保証はどこにもないですよ。アメリカ政府による「混合診療の全面解禁は対象外とする」という非公式見解も、TPPに反対の声を上げている医師会や農協といった勢力を分断するために


  仕掛けられた罠ではないかと個人的には考えています。


  津田：密室の中で行われているTPPの議論を公にする必要があると。


  色平：民主党の前原誠司政調会長は「TPPの慎重論、反対論の中には事実でないことへの恐怖感がある」として、それを「TPPおばけ」[*3] と名づけましたよね。ならば、ドラキュラ的な密室での会合でなく、白日の下にさらせばいいんですよ。そうすれば「おばけではない」と言い切れますから。条文をさらせるのだったらさらしてほしいし、それが無理だとしたら交渉を進めるにしても、くれぐれも慎重であってほしい。これが私のせめてもの願いです。[*4]


  津田：本日は貴重なお話をどうもありがとうございました。


  



  [*1] 3月1日、在日米国商工会議所の会合においてアメリカ通商代表部（USTR）のカトラー代表補は、TPPでは日本国内での混合診療の解禁については交渉の対象外であり、アメリカ側が日本の公的医療制度の廃止を求めるものではないと表明している。


  http://www.47news.jp/news/2012/03/post_20120301202501.html


  [*2] http://www.nhk.or.jp/kaisetsu-blog/300/108519.html


  [*3] http://sankei.jp.msn.com/politics/news/111017/stt11101717430003-n1.htm


  [*4] 色平氏がTPPと日本の医療の関係を解説した記事、映像は以下のページなどで見られる。


  TPP参加は「開国」ではなく「壊国」


  http://irohira.web.fc2.com/c53_TPP_Kaikoku.htm


  「TPP」で日本人の生活は超ピーピー（中段に【医療編】）


  http://irohira.web.fc2.com/c55_TPP_After.htm


  暮らしとTPP（下）地域医療 市場化で「格差」拡大の恐れ


  http://irohira.web.fc2.com/c61_TPP_Iryou.htm


  TPPと日本　第一部　米国の狙い5 医療制度 露骨に「業界利益優先」


  http://irohira.web.fc2.com/c66_TPP_JapanUS.htm


  国民全員のチーム医療　世界に誇る「国民皆保険」を守ろう！


  特集TPPのいらない暮らし TPPは健康に悪い、弱者にむごい、地域をこわす


  http://irohira.web.fc2.com/c70_MamorouKaiHoken.htm


  （第1幕）TPP（環太平洋戦略的経済連携協定）って何？


  http://irohira.web.fc2.com/c67_TPP_ObakeUS.htm


  TPPと日本医療の再生を考える＠2月26日、シンポジウム映像


  http://gakkai.standz.jp/webcast/player/saisei21/cno:2/eno:1/sno:1/


  http://gakkai.standz.jp/webcast/player/saisei21/cno:3/eno:1/sno:4/


  



  ▼色平哲郎（いろひら・てつろう）


  JA長野厚生連・佐久総合病院地域医療部・地域ケア科医長。内科医。1960年神奈川県横浜市生まれ。東大理科1類を中退し世界を放浪後、京大医学部に入学。内科医。1998年から2008年まで南相木村国保直営診療所長。2008年より現職となる。共著に『命に値段がつく日所得格差医療』（中公新書ラクレ）、著書に『大往生の条件』（角川oneテーマ21）など。


  メディア／イベントプレイバック《part.2》

  


  僕が出演した番組やトークイベントなどで、内容が面白かったものをテキストで読みやすく再編集してお届けします。原発・放射線の問題や政治全般、著作権、音楽の話までテーマは多岐にわたる予定です。〔毎号配信〕


  《part.2》のゲストは、モータージャーナリストの清水和夫さんです。


  


  ◆ビッグスリーはなぜ日本のTPP加盟に反対するのか


  （2012年1月17日 J-WAVE『JAM THE WORLD』「CUTTING EDGE」より）


  出演：清水和夫（モータージャーナリスト）、津田大介


  企画構成：きたむらけんじ（『JAM THE WORLD』構成作家）


  



  津田：津田大介がパーソナリティを務める『JAM THE WORLD』。続いては「CUTTING EDGE」のコーナーです。アメリカの通商代表（USTR）が、日本のTPP交渉参加をめぐって、アメリカの業界団体に意見の公募を行いました。すると、フォード、GM、クライスラーという誰もが知っているアメリカの自動車大手3社が、「軽自動車」という日本独自の規格が参入障壁になっているとして、この規格を廃止するよう求めてきたといいます。いったいなぜ、アメリカの自動車業界が、日本の軽自動車を敵視しているのか。今夜はモータージャーナリストの清水和夫さんに電話でお話を伺います。清水さん、こんばんは。


  清水：こんばんは、清水和夫です。


  津田：アメリカの自動車業界が「軽自動車」を敵視しているその詳しい理由をさっそく教えていただけますか？


  清水：う〜ん……日本で報道されていることと、彼らが訴えていることは、ちょっとニュアンスが違います。フォードやGMが本当に軽自動車を敵視しているかと言ったら、必ずしもそうじゃないんです。軽自動車が消えたとしたって、日本でGMのキャデラックが売れるようになるかといったら、ぜんぜん関係ないわけなんですね。日本のTPP参加をめぐって、アメリカで各セクターに対するヒアリングが始まった時、フォード、GM、クライスラーのビッグスリーによる業界団体AAPC [*1] 米自動車通商政策評議会が、パブリックコメントを出しました。その最後のほうに載っていたのが、今騒がれている軽自動車の規格廃止についてなんです。つまり彼らとしてはこの件、おまけ程度の扱いなんですね。


  津田：ではAAPCが日本のTPP加盟に反対する本当の理由は何なのでしょう？


  清水：アメリカの自動車メーカーが今一番稼げる市場は、中国やインドなんかのアジアなんですね。そこでは日本が強いんです。日本は1970年代から中国以外のアジア諸国で、地元のニーズに応え、現地で自動車を生産してきました。スズキ自動車が80年代にインドの国民車を作ったことは有名です。ホンダは一般庶民には自動車が買えない時代から、オートバイを現地で生産・販売してきました。そんな理由があるので、アジアでは日本車比率が非常に高くなっているんですね。この地域に重点を置いているAAPCは、ずっと前から交渉を重ねてきています。日本がここに入ってくると、話がややこしくなって、議論のスピードが鈍る。彼らが日本のTPP加盟に反対する一番の理由はそれなんですね。[*2] これはパブリックコメントの中でも重要な項目として、上のほうに書かれています。


  津田：AAPCはもう一つ、「日本市場への参入にあたって、日本の技術基準や認証制度が障壁になっている」と指摘しています。日本とアメリカでそんなに事情は違うものなのでしょうか？


  清水：それは今に始まった話じゃなくて、80年代から言われ続けていることなんですよ。日本はこうした指摘に対応するため、左ハンドル用の高速道路料金所を設置するといった対応を行ってきています。技術基準についていえば、各国それぞれに独自の交通事情がありますから、それに合わせた基準を持つのは当然のことでしょう。たとえばアメリカでもっとも環境規制が厳しいカリフォルニア州では1990年代に、「ZEV法」と呼ばれる法律が施行されました。[*3] この法律では、州内で自動車メーカーが販売する自動車の一定比率を、CO2を排出しないゼロエミッション車にせよ、と定めています。この条件をクリアしないと、普通のガソリン車を売ってはいけないんですよ。これは日本やEUから見れば、ものすごい非関税障壁になるわけですね。なお、日本では輸入車に関税は一切かかりませんが、一方のアメリカでは乗用車の輸入車に2.5％の関税をかけているんです。


  津田：なるほど日本の自動車業界は現在に至るまで、アメリカの要求をかなり飲んできているということなんですね。


  清水：ええ。ですから、今回の主張の主眼は、そういうところにあるわけじゃないんです。本来は小さなはずのトピックを、日本のメディアが大きく報道しているだけなんですね。彼らが日本のTPP加盟によって困るのは、先ほど申し上げたアジア諸国との交渉のスピードが遅れるというのが一つ。二番目の理由は、日本がすぐに為替介入して相場を安定させようとすること。今回も円高で為替介入するじゃないですか。それで「日本が入ってくると、返って面倒くさくなる」と、そういうことだと思います。


  津田：ということは、「軽自動車」という規格が必ずしもアメリカにとって参入障壁になるわけではないと。


  清水：はい。別に「軽自動車という規格の車を作ってはいけない」と海外の自動車メーカーに強いるものではありませんから。2001年、メルセデス・ベンツとスイスの時計会社スウォッチの合弁会社スマートが「スマートK」という車を作ったんですね。これは日本の軽規格に合わせてフェンダーやタイヤのサイズを小さくしたものなんです。このように、ある一定のルールさえクリアすれば、「輸入車の軽自動車」も存在できるわけですね。


  津田：そもそも、なぜ日本には、海外には存在しない「軽自動車」という規格があるんでしょう？ この規格がなくなったら、どうなるのか気になります。


  清水：第二次大戦後、戦闘機などを作っていた航空メーカーは、飛行機が作れなくなったんですよね。それで車を作ることになった。当時は企業にもお金がなかったため、政府が予算を出して1955年、「国民車構想」を打ち出したわけです。各国には、それぞれの国の事情で発展してきた「国民車」があります。アメリカで言えば、1908年発売のT型フォード。ドイツではフォルクスワーゲン。インドでは1982年、インド政府と日本のスズキが「マルチ・ウドヨグ」という合弁会社を作り、「マルチ800」という国民車の製造を行いました。軽自動車という規格は、日本の国民車構想の延長線上に誕生した車なんですね。ただし、現状に照らし合わせると、この規格が日本の自動車産業、あるいは日本のマーケットにとって得かどうかというと、そこは考え直す必要があるとは思います。


  津田：その理由はなぜでしょうか？


  清水：韓国では国民車のエンジンの排気量が800ccあるので、そのまま海外に輸出できるんです。日本の軽自動車はエンジンの排気量が小さくて、そのままでは売れません。また、燃費面でも日本の小型車1000ccに負けています。燃費で負けるクルマに税制面で恩典を与えるのは理不尽ですね。その意味では軽自動車枠をなくすのではなく、考え直す時期にきています。21世紀の日本ならではの新しい国民車構想があってもいいかもしれない、と個人的には思っています。


  津田：日本のTPP参加によって、海外で日本車が売れるようになるでしょうか？


  清水：EUでは現在、輸入車に10％の関税をかけています。アメリカでは先ほども申し上げたとおり、2.5％前後の関税をかけている。TPP参加によってこれがゼロになるとすれば、向こうの人にとって、日本車購入時のコストが若干下がることになるでしょう。だけど、ウォン安の韓国の車に比べれば、買得感は劣ります。関税が数％下がったところで、爆発的に売れるきっかけにはなりづらいでしょうね。EUでは今、日本車が売れません。日本メーカーはその理由を


  「円高・関税」のせいにしています。しかし現実は商品力デザインや性能面での競争力が落ちてきているのです。


  津田：では、TPPに参加するデメリットは？


  清水：気になるのは「NAFTA」アメリカ、カナダ、メキシコの3国で結ばれている自由貿易協定の事例です。本来、自由貿易協定は、通商上の障壁を取り除く目的で結ばれるものですよね。けれどカナダやメキシコは、NAFTAによって、アメリカのルールを押し付けられ、新たな制約を受けているんですよ。これにはいろいろな側面があると思われますが。北米とアジアでは日本の自動車産業の現地化が進んでいます。「TPPではなく、二国間FTAで日欧の自由貿易を提唱したい」というのが日本の自動車産業界のホンネではないでしょうか。


  津田：NAFTAや米韓FTAを見るかぎり、やはりTPP参加によって、よけいな取引コストが日本の自動車メーカーにかかってくる可能性があると。


  清水：そうですね。やはりアメリカのルールでやるとなったら、アメリカの弁護士を雇うなりして商取引を細かく見ていかないと、ビジネス上、かなり不利になる場合があります。TPPに関しては、まだ一般に向けて報道されていない部分がたくさんある。本当にTPPが日本の社会にとって得なのかどうかちょっと疑問に思うところはありますね。


  津田：日本の産業界は、TPP加盟に期待している面もあります。清水さん個人は日本のTPP加盟に賛成ですか、反対ですか？


  清水：う〜ん……そうですね。自動車メーカーの話を聞きますと、財界のメンバーということもあって、表向きはみんな、TPPに賛成しているんです。だけど本音を探り出すと、彼らの考え方も、必ずしも一枚岩ではありません。私個人としては、先ほどの繰り返しにもなりますが、正直言ってTPPの細かい部分、実際のビジネススタイルがどうなっていくかは予測できないので、もう少しのらりくらりとやっていったほうがいいんじゃないかという気がします。


  津田：日本の自動車産業は、それまで持つでしょうか。


  清水：「円高で辛い」「大変だ」とみんな言うけれど、実はまだまだ、日本の自動車産業は強いんですよ。だから、そんなに慌てて「関税ゼロ」を訴えなくてもいいんじゃないかと。海外の人々が頭を下げてでもほしくなるような技術やものづくりをきちんとやっていく。そうしてある程度の距離をおいてビジネスしていくほうが得策ではないかなという気はしますね。しかも自動車産業の縁の下の力持ちである部品メーカーは、すでに海外で生産し、世界中の市場に供給しています。つまり、「地域間の平面的な貿易振興」という考え方はもう古いともいえます。輸出で成り立つ日本の製造産業を守る目的でTPPに加盟するとしたら、あまり意味がないかもしれません。


  津田：ではTPPについては「反対派に近い慎重派」ということですかね。今夜はモータージャーナリストの清水和夫さんにお話を伺いました。清水さん、わかりやすいお話をどうもありがとうございました。


  



  [*1] http://www.aapc.us/


  [*2] http://www.newsweekjapan.jp/stories/business/2011/12/tpp-2.php


  [*3] http://techon.nikkeibp.co.jp/article/WORD/20080123/146089/


  



  ▼清水和夫（しみず・かずお）


  1954年東京都生まれ。武蔵工業大学電子通信工学課卒業。レーシングドライバーとして国内外の耐久レースで活躍する一方、モータージャーナリストとしても活動。運動性能を科学的に分析する論評には支持者が多い。NHKの番組『クローズアップ現代』には自動車安全問題を論じる準レギュラーとして出演。日本カー・オブ･ザ･イヤー選考委員。主な著書に『ITSの思想持続可能なモビリティ社会を目指して』『クルマ安全学のすすめ』『燃料電池となにか』（いずれもNHKブックス）など。現在、自動車専門誌「CAR GRAPHIC」（カーグラフィック）「GENROQ」（三栄書房）などで連載多数。


  ●清水和夫.COM　http://www.shimizukazuo.com/


  ●START YOUR ENGINES.JP　http://www.startyourengines.jp/


  MIAUからのお知らせ

  


  僕が代表理事を務めるインターネットユーザー協会（MIAU）から、最新情報をお伝えします

  


  こんにちは。MIAU事務局長兼メルマガスタッフの香月です。今日は違法ダウンロード刑事罰化について動きがありましたのでお知らせします。


  3月9日の参議院決算委員会の中で、公明党の松あきら議員が違法ダウンロードの刑事罰化について質問しました。先日このコーナーでもお伝えしたとおり、今国会で著作権法の改正が議論されますが、この内容は権利制限規定の改正とアクセスコントロール回避規制の導入が予定されています。違法ダウンロード刑事罰化については予定されていません。しかしそれをにらんでの質問なのだろうと思います。


  以下に違法ダウンロード刑事罰化についての質問のやり取りを抜粋して文字おこししたものを掲載します。参議院インターネット審議中継のウェブサイトでも読めますのでどうぞご覧ください。


  参議院 決算委員会（平成24年3月9日）


  質問者：松あきら議員


  答弁者：野田総理大臣、平野文部科学大臣


  松：最後の質問でございます。被災地の方々の心をなぐさめたのは、多くの方が、演奏や歌や落語や、もう本当に多くの芸能人の方、芸術家の方々が、もちろん一般の方々もですけれども、行って下さいました。そうしたその音楽や、あるいはもちろん本や、そうした文化芸術というとすごく広い感じがしますけれども、心を支えるものなんですね。正直言いまして、私、まぁ宝塚出身でございます。私が行って演説をするよりも、「松さん歌ってくださいよ」って。歌いませんよ私。（議場内笑い）。中国で一回だけありました。随分前なんです。敬老院に当時の神崎代表、浜四津代表代行とうかがったら、お年をとったご婦人が、日本語を強要された世代ですけれど、「北国の春」とか、日本語で歌を歌ってくださったんです。もう本当に胸がいっぱいになりました。いろんなことが、何も言いませんよ言葉は、日本語で歌ってくださった。そうしたらその当時の神崎代表がぐっとこらえて「皆様、このお礼に宝塚出身の松あきらが一曲歌います」っておっしゃったんですよ。（議場内軽く笑い）。私もびっくりしちゃってどうしようかなと思ったんですけど、一応「すみれの花咲く頃」、突然だったので、歌いましたけど、抱き合って泣きました。本当に大事な、私は言葉を超えた、まさに音楽であり、そういうものであると思っています。


  そこで今こうした音楽、あるいは映像、漫画などのコンテンツ産業は非常に日本の国のこれからを担う、大きな産業に担う、とこういうふうに思っておりますが、やはり知的財産ということでは、昨今問題となっております違法ダウンロードのことでございます。やはりね、もう何回も言うように私も芸能界出身なんで、一曲の曲を作る、ひとつの映像をつくるいうことはどれほど多くの涙と汗と、苦労がそこに入っているかを、いろんな人が関わって出来るんですね。で、この違法のダウンロードをする人は、未成年者を含む青年が多いとこう言われているんですけれど、私は日本の青年たちに期待しているし信じています。それは悪いことをしようとか、っていうそんな風に思っていないと思う。本当に軽い気持ちで、まぁちょっと、ということでやってしまっているんじゃないかと思っているんです。けれども善悪をきちんと教えることは非常に大事なことなんですね。特に青少年。


  一昨年の著作権法改正では私的使用目的であっても、違法と知りながらダウンロードする行為は違法とされました。けれどもこれ罰則がないんですよ。これ。もうすごいですよ。正規では4.4万件、違法は43.6、43.6億件ですよ。で、これ7000億円くらいでそうでございます。もう本当に、えー、この、なんと申しましょうか、日本は残念ながらこうした文化芸術に本当にきちんと目を向けていない。アメリカなどは、例えば、懲役刑あるんですよ、1年、禁固1年。10万ドルの罰金。フランスだってドイツだってありますよ。罰則が。日本でも罰則を作っていただきたい。これは抑止力につながるんです。なにもとっ捕まえてお金をどうのなんてといっているわけじゃないんです。本当にきちんとしたことを教えて、きちんと正しいことをやってもらいたい。いかがでしょうか？


  委員長：平野文科大臣。


  平野文部科学大臣：あのー、松先生の迫力に負けておりますが（議場笑い）、先程先生がおっしゃられました違法ダウンロード、これ、2つの視点がございます。もっと未成年含めて、しっかりと啓蒙しろと。違法であるともっと啓蒙しろと。このことについてはいろんな機会を捉まえてやらせていただいておるところでございます。セミナー、教職員、学校職員にも、講習会をやっておりますし、文化庁のホームページでも啓蒙を更に強化していきたいと思っています。もう一点、刑事罰がない、こういうことについて私は先生と全く同じ認識にたっております。そういう中でいろんな動きがあるということでございますので、そのことを注視しながら対応してまいりたいと思います。


  委員長：松あきらくん。


  松：総理、やっていただきたい。やるかやらないかお答えいただきたい。お願いします。


  野田総理大臣：あのー平成21年の法改正からまだ2年程度でございますので、まぁこの間の、いろんな識者、関わっているみなさんの意見などをよくお聞きしながら検討していきたいというふうに思います。


  松：大事な問題であります。7000億の損失。税収にだって大きく関わってきております。お金だけの問題じゃないんです。ほんとうに正しいことを正しいとする日本の国でありたい、そういう決意で私は申し上げているので、同じ思いであれば必ずやっていただけると信じております。よろしくお願いいたします。ありがとうございました。


  （以上）


  MIAUは以下の理由で違法ダウンロード刑事罰化に反対しています。


  1. 違法アップロード対策の施行で問題解決は可能


  インターネットの基本的な仕組みとして、違法にアップロードされた1つのファイルが何百、何万とダウンロードされることで、違法な複製が出回ります。すなわちアップロードする者は少数ですが、ダウンロードする者は膨大なものになります。違法な海賊行為の防止策としては、少数のアップロードする側の者を取り締まることが効果的であることは言うまでもありません。しかも違法アップロードの取り締まりに関しては、著作権法で送信可能化権、公衆送信権が定義されており、すでに刑事罰も規定されています。これらの権利を十分に活用すれば、違法ダウンロードに刑事罰を導入することなく違法な複製を防止することができます。


  2. 業界はグローバルな成功例に倣うべき


  米国Apple社は、音楽1曲の単価を99セントに設定したiTunes Storeで、有料音楽配信ビジネスの世界的な成功を治めています。一方日本の着うたフルは、1曲210円〜420円と高額な価格設定になっており、特に金銭的に余裕のない青少年や低所得者が「無料の違法ダウンロード」へ流れる下地となっています。海賊版撲滅の方法論としては、法律に頼る前にグローバルな成功例を参照し、適切なビジネスを構築するべきです。


  3.教育や指導が先にあるべき


  違法ダウンロードに関係するとされているものは主に10代から20代の青少年であり、青少年の将来を破壊するに十分すぎる厳罰です。実際に起訴するかは検察が決めるとしていますが、青少年の将来に関わる問題を検察だけに任せることは、あまりにも立法として無責任です。刑事罰の導入に進む前に、青少年に対する十分な教育や指導がもっと検討されるべきです。


  4. ダウンロード違法化の周知ですら十分ではない


  そもそも違法にアップロードされたことを知りながらダウンロードする行為が違法化されたのは2010年1月からであり、現在まだ2年を経過しておりません。日本レコード協会の調査では、最もこの問題に関係すると言われている10代〜20代での認知率が55%しかなく、国民の大多数がが未だ改正内容を知りません。現時点での刑事罰の導入は、意図せぬ犯罪者を大量に生んでしまう可能性があります。


  5. 立法のプロセスに透明化が必要


  現在違法ダウンロードに関する法律は、著作権法の改正ではなく、議員立法による独立した法律となるとされています。しかし本来このような著作物の複製に関わる行為を規制する法律は、著作権法の所轄官庁である文化庁の審議会を通じて広く専門家や当事者間で議論を行ない、パブリックコメントなどでさらに多くの意見を求め、丁寧な意思決定を行うべきです。議員間のやりとりの中だけで十分な検証もなく、国民の多くが違法であると認知していない行為に刑事罰を導入するという立法を行うことに関して、私たちは有権者の立場としても、そのような安易な刑事罰の導入を推進する議員に不信感を抱かざるを得ません。


  野田総理が「改正から2年程度しか経っていないこと」「前回の改正の議論に関わっている識者の意見を聞くこと」を答弁し、拙速な改正を考えていないことを表明したことは評価できると思います。


  松議員が根拠にしている調査はレコード協会が2011年3月9日に発表した「違法配信に関する利用実態調査」です。


  ●「違法配信に関する利用実態調査」結果公表（一般社団日本レコード協会）


  http://www.riaj.or.jp/release/2011/pr110309.html


  松議員は質問の中で正規ダウンロードを4.4万件と言っていますが、これはメモの読み間違いでしょう。上記調査では4.4億件という結果です。


  この調査についてや質疑の内容については僕が書くよりかなりまとまった論考がすでにネット上に上がっているのでぜひそちらをお読みください。


  ●公明党議員、決算委員会にて政府に違法ダウンロード刑事罰化を求める（P2Pとかその辺のお話@はてな）


  http://d.hatena.ne.jp/heatwave_p2p/20120312/p1


  ●音楽違法ダウンロード被害額7000億円の怪（山田奨治 BLOG）


  http://yamadashoji.blog84.fc2.com/blog-entry-533.html


  MIAUも国会での議論が始まったことを受けて、具体的な行動を考えていきたいと思います。


  @sammy_sammyの週刊有料メルマガレビュー《第3回》

  


  僕の高校時代からの友だちで、ツイッターで有料メルマガのレビューを行っている@sammy_sammy。彼が購読中の有料メルマガの中から、面白かったものを毎週取り上げ、その内容をレビューします。購読する有料メルマガは随時増やしていく予定です。〔毎号配信〕


  


  【3月5日〜3月11日の注目メルマガ】


  ◆高城未来研究所「Future Report」


  http://www.mag2.com/m/0001299071.html


  「ハイパーメディアクリエイター」という肩書きでお馴染みの高城剛氏がグローバルな視野を提供するメルマガ。「近況」のコーナーには、東京に立ち寄ったスペイン人カメラマン・J氏と高城氏による会話が掲載されている。J氏が


  「日本の民主主義やマスコミはどうなってるの？」と質問すると、高城氏は日本の民主主義は企業の提供を受けている、いわば「民主主義 by docomo」なのだと答える。ドコモにモノを言えるのはマスコミではなく官僚だけ。官僚にモノを言えるのはアメリカだけと続ける。「原発事故はその後どうなったんだ？」「なんで東京の街は看板だらけなの？」「なぜ、日本のミュージシャンは、子供でグループばかりなの？」「なぜ朝からニュースで引退同然の引きこもりコメディアンと占い師の話題ばかりやってんだ？」といった質問に対する高城氏の回答はどれも秀逸。本質を突いた回答に、日本の現状を思って暗澹たる気持ちとなる。


  ◆小寺信良の「金曜ランチボックス」


  http://yakan-hiko.com/kodera.html


  AV機器や映像撮影技術に詳しいコラムニスト・小寺信良氏によるメルマガ。コラム「ITは人を幸せにできるか」内の小見出し「ITが忘れていた、過去に向いた技術」が目を引く。ネットのように発展し続ける技術は常に「未来の幸せ」へと向かっている。しかし、震災を通じて小寺氏は「そっちとは逆の方向に向いた技術に注目している」という。仙台の「3がつ11にちをわすれないためにセンター」（http://recorder311.smt.jp/）では「町の古老に聞いた思い出話、震災前の写真、生き残った人へのインタビューなど」が記録され続けている。そのモチベーションは、住人たちが「以前のような暮らしや町の姿を求めている」ことにある。「都市再開発」は変わることを求めた結果としてあるが、


  「災害」はそれとは異なり、「変わることを誰も選択していないのに、変わらざるを得ない」という状況だ。こう考えると「過去に向いた技術」の必要性が理解できる。


  ◆辛坊治郎メールマガジン


  http://www.mag2.com/m/0001245968.html


  『たかじんのそこまで言って委員会』などのテレビ番組に出演するフリーキャスター・辛坊治郎氏によるメルマガ。前号では自民党総裁・谷垣禎一氏に番組をドタキャンされた話を紹介していたのだが、今号も“偶然”により、谷垣氏の話題が続く。宮城県南三陸町への取材中、偶然にも居合わせた谷垣氏が辛坊氏の手を握り「どうも、どうも」と言ってきたというのだ。地元・京都の支持者からは「ちっとも顔と名前を憶えない」と評判だという谷垣氏が、果たして「南三陸での出会い」を覚えているか。今度、辛坊氏は直接聞いてみるそうだ。なお、辛坊氏によると、政治家が支持者の名前を覚えていないと思われるのは「秘書の責任」なのだという。そして、そういう当たり前の演出をしない谷垣氏は「正直」なのかもしれないと付け加える。そういえば、津田大介氏は比較的、以前会った人のことを覚えているほうだ。やはり、敏腕マネージャー・香月啓佑氏のおかげなのだろうか?


  ◆ビジネス知識源プレミアム


  http://www.mag2.com/m/P0000018.html


  経営と情報システムのコンサルタント・吉田繁治氏によるメルマガ。今号では「中央銀行が刷ることを法で許されたマネーの本質」を論じるため、13世紀のベネチアに始まる銀行システムの歴史を振り返り、紙切れにすぎない紙幣がなぜ価値を持つようになったのかを丁寧に説明していく。吉田氏は「ベネチアの金匠が偽の預かり証を大量発行した」話と、現在行われている「日米欧同時の中央銀行のマネー供給」は、「マネーの本質」という観点からすれば同じことだという。今回の解説は経済に詳しくない私でも理解でき、とてもわかりやすかった。ただし、私は大学時代、西洋史を専攻していたので、そのあたりは差し引いてもらいたい。


  ◆池田信夫メールマガジン「エコノMIX」


  http://www.mag2.com/m/0001336011.html


  言論サイト「アゴラ」（http://agora-web.jp/）を主宰する経済学者・池田信夫氏によるメルマガ。今号では大鹿靖明氏の著書『メルトダウン ドキュメント福島第一原発事故』（講談社）を紹介する。その理由は「『失敗の本質』の現代版ともいえるから」。『失敗の本質』（中公文庫）は、歴史学者の戸部良一氏らによる第二次世界大戦前後における日本軍の組織論的研究だが、池田氏は大鹿氏の著作と符合する点が多いと指摘する。池田氏による書評の小見出しを挙げると「『空気』で決まった注水の中断」「司令官がいない」「『下克上』の意思決定」「短期決戦のスタンドプレー」「空回りした『政治主導』」となる。池田氏が今号のメルマガのサブタイトルを「日本型組織のメルトダウン」としたのは、言い得て妙だと思った。


  ◆堀江貴文のブログでは言えない話


  http://yakan-hiko.com/horie.html


  現在収監中の「ホリエモン」こと堀江貴文氏によるメルマガ。時事ネタに対する私見を述べるコーナー「時事ネタオピニオン」には、「光市母子殺人事件、死刑確定へ」という見出しが立っている。堀江氏は厳罰化や死刑が「犯罪抑止」につながるとは考えていないという。そして「厳罰化のコストを負担するのは、結局は私たち国民」なのだと指摘する。「この人刑務所に入れても意味ないなー」という人が「実際いる」というのは、収監中の堀江氏ならではの意見だろう。


  ◆常見陽平の愛と怒りのシゴト論


  http://biz-spice.jp/public/detail/1024/1187/


  人材コンサルタント／作家／大学講師の常見陽平氏によるビジネスマンや就活生向けのメルマガ。この時期、メディアは新卒の就活を取り上げるが、会社員にとっては人事異動の季節であるとして、「サラリーマンが日常的に気になるのは、むしろ異動や昇進・昇格の方じゃないだろうか」という。そして、「昇進・昇格というのもある意味、右肩上がりの時代の発想」なので、自分が納得するならば「同じ役職でゆるくいくという生き方もあり」ではないかと提言する。ちなみに、人事異動は人事部が主導しているというのは「勘違い」で、人事部の実際の役割は「経営陣や部長たちの意向の調整役」だと指摘。常見氏のメルマガは「会社あるある」な話題が多く、そういう話を読んでいると「悩みを抱えているのは自分だけではないのだな」と勇気づけられる。


  【あとがき】


  3月11日。昨年のことを思い出しました。私は普段、サッカー関係のライティングをしているのですが、大震災によりJリーグは中断となりました。こうして私は、リーグ戦が再開されるまで、“暇”となったのです。その間に何をしていたかというと、小嶋裕一氏（@mutevox）らと東京電力や政府の記者会見をツイッターでテキスト実況していました。また、津田大介氏の東北取材にも同行しました。この時、普段のポジションを捨て、必要とされるポジションへと移る決断力と、自分の普段のポジションを代わりに埋めてくれる代打の存在、この両方の重要性を学びました。Jリーグ中断期間にも細々とした仕事はあったので、そうした業務を私の代わりに行ってくれた人には感謝しなければと改めて思っています。柔軟な対応のできる組織がなければ、個人の能力を最大限に活かすことは難しいといえるのではないでしょうか。


  【3月5日〜3月11日の購読メルマガ一覧】


  《3月5日配信》


  ◆甲野善紀のメールマガジン「風の先、風の跡〜ある武術研究者の日々の気づき」Vol.023


  http://yakan-hiko.com/kono.html


  ◆まぐまぐ社長メルマガ《頻繁》


  http://www.mag2.com/m/0001289496.html


  ◆僕秩ヨシナガの「ネットの今。」Vol.0019


  http://www.mag2.com/m/0001399010.html


  ◆佐々木俊尚のネット未来地図レポート Vol.183


  http://www.mag2.com/m/0001161550.html


  ◆茂木健一郎のメールマガジン「樹下の微睡み」Vol.023


  http://yakan-hiko.com/mogi.html


  ◆上杉隆の東京脱力メールマガジン Vol.107


  http://www.mag2.com/m/0001112241.html


  ◆週刊isologue 第153号


  http://www.mag2.com/m/P0007903.html


  《3月6日配信》


  ◆J3+（メルマ） #144


  http://www.mag2.com/m/0001340175.html


  ◆堀江貴文のブログでは言えない話 第111号


  http://yakan-hiko.com/horie.html


  ◆上杉隆の東京脱力メールマガジン Vol.108


  http://www.mag2.com/m/0001112241.html


  ◆永田淳公式メールマガジン『G-laboratory』第48号


  http://nagatajun.jp/


  ◆木崎伸也のNumberでは書けない話 Vol.53


  http://number.bunshun.jp/list/vianumber/shinya-kizaki


  《3月7日配信》


  ◆J3+（メルマ） #145


  http://www.mag2.com/m/0001340175.html


  ◆井戸実のブラックメルマガ Vol.031


  http://www.mag2.com/m/0001308870.html


  ◆常見陽平の愛と怒りのシゴト論 vol.013


  http://biz-spice.jp/public/detail/1024/1187/


  ◆宇都宮徹壱公式メールマガジン「徹マガ」第91号


  http://tetsumaga.com/


  ◆オトナオタク有料版 vol.1


  http://www.mag2.com/m/0001419251.html


  ◆西部謙司メールマガジン Vol.53


  http://www.mag2.com/m/0001264412.html


  ◆ジョン・キムのメールマガジン「真夜中の幸福論」Vol.005


  http://yakan-hiko.com/kim.html


  ◆日本代表＆サッカー分析メールマガジン しみマガ 通巻32号


  http://magazine.livedoor.com/magazine/38


  ◆ビジネス知識源プレミアム Vol.581


  http://www.mag2.com/m/P0000018.html


  ◆GELマガ Vol.47


  http://www.mag2.com/m/0001282016.html


  《3月8日配信》


  ◆J3+（メルマ） #146


  http://www.mag2.com/m/0001340175.html


  ◆黒田勇樹が働かずに生きていくためのメルマガ「黒田運送（便）」vol.15


  http://www.mag2.com/m/0001367290.html


  ◆まぐまぐ社長メルマガ《頻繁》


  http://www.mag2.com/m/0001289496.html


  ◆後藤勝公式メールマガジン・トーキョーワッショイ！Ｚ VOL.6


  http://tokyowasshoi.jp/


  ◆小澤一郎の「メルマガでしか書けないサッカーの話」Vol.084


  http://www.mag2.com/m/0001172031.html


  《3月9日配信》


  ◆メルマガNEWSポストセブン vol.006


  http://www.mag2.com/m/0001389911.html


  ◆J3+（メルマ） #147


  http://www.mag2.com/m/0001340175.html


  ◆辛坊治郎メールマガジン 第56号


  http://www.mag2.com/m/0001245968.html


  ◆小寺信良の「金曜ランチボックス」Vol.017


  http://yakan-hiko.com/kodera.html


  ◆木崎伸也のNumberでは書けない話 Vol.54


  http://number.bunshun.jp/list/vianumber/shinya-kizaki


  ◆高城未来研究所「Future Report」Vol.038


  http://www.mag2.com/m/0001299071.html


  《3月10日配信》


  ◆黒田勇樹編集 日本一馬鹿なメルマガ「黒田運送（便）」ハイパーvol.2


  http://www.mag2.com/m/0001455170.html


  ◆まぐまぐ社長メルマガ《頻繁》


  http://www.mag2.com/m/0001289496.html


  ◆永田淳公式メールマガジン『G-laboratory』第49号


  http://nagatajun.jp/


  《3月11日配信》


  ◆J3+（メルマ） #148
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  ※新たに購読するメルマガを募集しています。「このメルマガが面白いよ」という情報提供や、「このメルマガ気になるんだけど、レビューを読んでから決めたい」というご要望はツイッター @sammy_sammy までリプライをお寄せください。


  
    

  

  


  ▼渡辺文重（わたなべ・ふみしげ）


  1973年生まれ。福岡県北九州市出身。フリーランス編集者／ライター。有限会社ブンヤ取締役。パソコン雑誌のライターを経て、2003年に有限会社ブンヤ設立。携帯サイトの企画、運営、編集、執筆などを行う。主な分野は、サッカー、ゲーム、アニメなど。


  ツイッターID：@sammy_sammy

  


  
    	Web：http://xtc.bz/


    	Twitter：http://twitter.com/tsuda


    	Facebook page：http://www.facebook.com/daisuke.tsuda
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    	Ustream：http://www.ustream.tv/user/tsuda


    	Tumblr：http://tsuda.tumblr.com/


    	Flickr：http://www.flickr.com/photos/xtcbz


    	YouTube：http://www.youtube.com/user/xtcbz


    	Klout：http://klout.com/tsuda

  

  


  □ 発行元：有限会社ネオローグ　http://www.neo-logue.com/


  □ 発行責任者：津田大介（@tsuda）


  □ 編集：松本香織（@tekitoeditor）


  □ スタッフ：小嶋裕一（@mutevox）、香月啓佑（@kskktk）


  ※本メルマガに掲載される記事の著作権は（対談など一部のコンテンツを除き）発行元及び発行責任者に帰属します。記事の引用、転載、雑誌掲載などは事前連絡なくご自由に行っていただいて結構ですが、引用については公正な慣行、転載については常識の範囲内でお願いできれば幸いです。引用、転載、雑誌掲載いずれの場合も、本メルマガのコンテンツを利用される場合は出典を付記するようお願いいたします。


  ※このメルマガの発行日は第1〜第4水曜日です。ゴールデンウィーク、お盆、年末年始には、適宜、合併号を発行します。なお、取材期間などの関係で不定期に休刊することがあります。

